
年 月 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
考案レシピ「ハチマヨからあげ」

実施日程／2/8

レシピ考案をした生徒達

POPも生徒が作成

＜成果＞

店内飲食・宅配弁当・テイクアウトで提供

・生徒達の授業への取り組み意欲がとてもあがり驚いた

・病棟より考案レシピを購入し、生徒達が実際に食べることができ嬉しかった

・また来年もレシピ考案や、ポスター制作などの作成をしたい（生徒より）

・入院している子どもたちの社会参加が広がり、地域の事業所と連携できたことが

とても嬉しくおもいます。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 共働事業所きばりや

住　所 札幌市西区山の手4条1丁目1-1№3マックスビル1階

110400801

田中　伸和

2023年度電話番号 011-615-4131

西区山の手にある「北海道手稲養護学校三角山分校」の「職
業・家庭科」の授業で、カフェつどいのレシピを考案しても
らい実際に作って店内で提供・販売をする。

＜目的＞自分のもつ力や個性を発揮し、現在及び将来におい
て生き生きと充実した生活ができる生徒を育てるということ
を目的に、就労・働くことなどを含めた社会参加にかかわる
体験や活動に取り組んで行きたいと、学校からの相談をうけ
授業への取り組み連携を始める。

地域の養護学校との取り組みとして、様々な人達にお店も学
校も知っていただける機会となった。購入された方からもと
ても高評価をいただき、子供達の授業への取り組みもとても
意欲的なものとなり、同時に達成感も感じたとのことでし

た。

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 北海道手稲養護学校三角山分校 担当者名 森野　美穂　様

様式１



年 月 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
札幌市西区琴似2条7丁目西区民センター第1第2会議室
コミュニケーションスキル研修
2024年1月27日(土 )13：30-15：30
講師：浅井　美絵氏
参加者：共働事業所きばりや8名

＜目的＞
世の中で全く人が関わらない仕事はないので、
相手の気持ちを想像できるきっかけ作りになれば。

＜成果＞
1.　実施した結果、楽しかったという感想が多く見られた
2.　明日からすぐに生かせる技術を体感していた
3.　途中で理解できずに止まってしまった人がいた。

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

難しかった、緊張した、楽しかった、仕事の話もできて良かった、相手の気持ちを知ろうとする事は大切だと思った。

コミュニケーションによって共感する事は大切で、接客にも活かせると感じた。
普段では理解できない相手や自分の心境の変化にも気付けるようになり、そうすると関係性は良くなるのかも知れない。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 共働事業所きばりや 事業所番号 110400801

利用者からの意見・評価

自分の気持ちを知ることも大切だと思った。最初は困惑したが、徐々にコミュニケーションを取ることで安心感がわいた。

住　所 札幌市西区山の手4条1丁目1-1№3マックスビル1階 管理者名 田中　伸和

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 011-615-4131 対象年度 令和5年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） 浅井　美絵

普段とは違う人達と関り、学ぶことで新しい発見や気づきを促す。

様式２
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